























































































































































になるか計算してみると，次のようになる。10km進むと0.2dB/km × 10km ＝ ２dBの損失となるから，そ
れに相当する強さの大きさは２dB ＝ 10＊ log10（x），x ＝ 10 （^0.2） ＝ 0.63。それゆえ約63％減る。強度
は37％になってしまう。100km進むと光強度は100分の１になってしまう理由は，0.2dB/km × 100km ＝ 








































は，“１” と “０” の二値の信号を伝送する変調方式である。搬送波の振幅の違いで “１” と “０”
を表す振幅偏移変調（ASK: Amplitude Shift Keying），搬送波の周波数の違いで “１” と “０” を
表す周波数偏移変調（FSK: Frequency Shift Keying），搬送波の位相の違いで “１” と “０” を表す
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 4） さらに，PSKには BPSK（Binary Phase Shift Keying），QPSK（Quadrature Phase Shift Keying），8PSK（8Phase 
Shift Keying）などがある。






























































































































































ボックス：　 情報が a点から b点へ到達するまで２点間に通過する，サーバー，増幅器，
スイッチ5）などの装置群のことである。























































































































































































































ション NMS（National Market System）によって，ブローカーは投資家から受けた注文をすべ
































































































































































































































































たレギュレーション NMSである。レギュレーション NMSは，各市場に対して CQS上への気
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付録　行動経済学と伝統的経済学から更に詳しく
Ⅰ−１　行動経済学における高速取引
（１）ファストな思考とスローな思考～カーネマン［2014］の研究
人間の思考をファストな直感的思考とスローな論理的思考に分け，それぞれの機能・役割と
相互作用を考察したカーネマンは著書 ［2014］ で読みやすい解説をしている。
伝統的経済学が重視してきたのは後者である。スローな思考を行うためには，意識的，論理
的であるべきで，熟考，努力，秩序を必要とする。また注意力を集中しないとうまく機能しな
い。
引用に基づくと，次のようになる。「ファストな思考は・・・（中略）・・・，自動的（直感的）
に複数の事象の因果関係を突き止める。実際には因果関係がなくても，原因と結果（の道筋）
を仕立てあげるのも得意技である。（上 P.194。カッコ内文章は筆者の追加。上は上下巻の上巻
を意味する）」。
「ファストな思考はそのとき活性化された情報を材料にして，可能な限り最高のストーリー
を築き上げることには長けているけれども，手元にない情報を考慮することはしない（できな
い）（上 P.156）」。それゆえ，「ファストな思考はごくわずかな情報から結論に飛躍し，しかも
飛躍の幅がどの程度かわからないようにできている。（上 P.366）」。
その特性は更に詳しく次のように記されている。「見たものがすべてなので，手元にある情
報しか問題にしない。それに基づく結論の辻褄があってさえいれば，自信が生まれる。（上
P.366）」。自信はさらに確信になり，自信過剰（手持ちの情報の量や質とは無関係に自信を持つ）
に陥る。
「ファストな思考は騙されやすく，信じたがるバイアスを備えている。疑ってかかり，信じ
ないと判断するのは（最終的には）スローな思考の仕事だが，しかし，スローな思考は時に忙
しく，だいたいは怠けている。実際，疲れている時やうんざりしている時，人間は根拠のない
説得的なメッセージに影響されやすくなる。（上 P.148）」。
（２）２つの思考の役割分担と相互作用
スローな思考は，ファストな思考では対処できない問題を解決し，ファストな思考の働きを
調整したり，その衝動を抑える。
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さらに引用に基づくと，次のようになる。ファストな思考による働きでスローな思考が的を
絞れなくなるというメンタル・ショットガンという現象もカーネマン ［2014］ は指摘する。こ
れが影響して，スローな思考は追随型になる。つまり，「（前半略）ファストな思考の印象をそっ
くり反映した直感的判断の大半にスローな思考がゴーサインを出す（後半略）。（上 P.157）」。
「ファストな思考は自動的に働き，スローな思考は通常は努力を低レベルに抑えた快適モー
ドで作動している。ファストな思考が困難に遭遇すると，スローな思考が応援に駆り出され問
題解決に役立つ緻密で的確な処理を行う。（上 P.49）」。
Ⅰ−２　伝統的経済学から捉えてみる
カーネマンの記述は説得的に聞こえてしまうが，体系的でなく，２つの思考の役割分担につ
いて学術研究は進んでいないと考えるべきであろう。視野をさらに広げれば，知性・理性に基
づく行動とそうでない行動の区別だけでなく，創造性，実行力，協調性，積極性，神経質，情
緒的，攻撃的，挑発的などの人間行動の特徴を決めている要素は極めて多数あり，時に，特定
の要素あるいはその群が主役になり人間行動を圧倒的に支配するようになるのは，事実であろ
う。
しかも，一つひとつの要素が占める効果は通常非常に小さい。また，何時どのような条件が
重なれば要素転換つまり主役変化が起こるのか，まだまだわからない点は多いと言わざるをえ
ない。
（１）多目的行動
行動経済学を使って議論するまでもない。多目的行動をとる組織や人間については，１つの
目的の達成を優先すれば，その目的はスピーディに達成されるが，他の目的の達成は遅れるこ
とになる。
身近な事例から捉えてみることができる。もし（定まった時刻に）遅刻しそうになったら，
誰しも，スピードを上げて歩いたり，車を運転する。その際身なりの崩れなど余り気にしなく
なってしまう。このような事態が，該当している。
もしこれによって，スピード違反を起こしたり，事故を起こしたら，速度指定や時刻設定が
間違っている，と言うのは自己中心過ぎるだろう。
（２）コーポレートガバナンスの欠如～リスク管理とコンプライアンス
リスク管理を行うか，コンプライアンスを遂行するか，で意思決定にかかる時間が違ってく
る。制約条件の少ない最適問題は解くのに時間がかからない（回り道せずに，敏速に行動でき
る）のと同じように，リスクに対して寛容あるいは非感応的で，コンプライアンスが緩い組織
は敏速な行動を採ることができるという特徴を示すことになる。
すべてのステークホールダーを考慮しない企業経営も同様な特徴がある。近隣住民，広く環
境などへの考慮である。
リスク管理，コンプライアンスさらにはステークホールダー対応ができない企業は，自己統
制が無いと言われる。コーポレートガバナンスが確立していないとも言われる。
人間に当てはめてみると，さらに極端なケースでは，命知らずの無法者と言われる人たちが
該当する。これらの者は，行動は速いが衝動的，短略的と言える。興奮すると，自己に及ぶ影
響の大きさを測ることができなくなってしまう。激昂すると，他の人や周りに及ぼす影響を懸
念することが少なく，無責任な行動にも頓着しなくなってしまう傾向がある。 以上。
